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幸喜 旨 本邦の渇1"，森本~十mは陥~~3長， ø民プ弘泊、色，*，黄色系および表居グライ化と illUrr.段階で 5 嵐

官、「に応分されている。そのいずれもが，本邦の生物ー気候条!/iAを反映して1雪上主iJtであり，したがって

土壌反応も般利側に仰いている。ただある浅の条件がよL備おれた場合に，土壌は常設L去となりうる。

訪日南， If奇麗山においてJ九法iと過飽和ないし飽和11こ近い状日告にある褐色森林土が』仏、だされた。本報

では ζ の1重の土壌の生成条件および分類学との位置づけを明らかにするための第一歩として，土J去の

一般的な性J~lの解析を行った。その結よ長は以下lζぷすとおりである。

1) 高蕗ril は凝灰おfl :t; :{1' ， ~i言 r~量非同五li .li1J~~物および安1[1 日質学十石より構成され，地表絡には玄

武将質の安永スコリアが混人している。 2) 各土壌は形態的には潟色森林土lこ属するが， B 厚?tの色調

は ttj前日色で褐{討議林 1:より urr く， A奇赤色上の B ~併の明度iζ類似する。のいずれも粘土質であるが，

透水位は良好である。 4) 士隠の，特に B 煩の pH が高く 6.71ìíJ後である。 5) B ，~j'Íの包制が11苦褐

色を基調とするにもかかわらず，有機物の混入はわずかである。 6) きわめて高いJ長殺菌検狩場を有
し，その!京国としては p 多単;のモンモリロナイトおよびパーミキュライトの存京とかなりな量の凝灰

11に由来するゼオライトの在校が予沼、される。 7) 宣段位カノレシウムがきわめて大 B\:i亡存立し，また

段換性ブグネジウムも相当責存花ずる。 ζ れら IGü種の47k廷を合わせるとすべての土壌の下関で過飽

和， もしくは飽平111と近い。

序 Eコ

世界的lとみて，本邦は雨量:が多く，また H;\l'~帯地域にあることから，ト会i裳 rlJの水は土居下部への移動が申

議する。したがって，乾燥地花，ゃ熟視:モンスーン地帯に認められるようにp 俊市する蒸散作用によってド

方から t方への土主主ノ，kの移動は，:;f，:邦では遇イ下収支としては認められな v'o =U支水のと方移動は土層 t部

へのカノレシウムやカリウムなどの#号機成分の集誌をもたらす。との現象は上擦を掠基性とし，丸然生育す

る倍付ミも塩主主似をいとわない極で椛成される。栗Í"'，L (Castanozem) や氏{~.i二 (S君rozem) などがζれ

に該当し，組!生もタマリスクゃある稜の立科植物となる。

メ!<Jr5L(ま Llf己の 1明白から，ある特殊な i1~を除いて J負基 l乙吉ひ自然 L壌は発達しない。当然植生も J二主義条

件に相応しだ ltJ1.1! 的 tJ4.] 住をもっ純物によって構成される。特殊な川というのは 3 例えば沖縄，小草原諸

品など，いずれも特殊な母付に由来するかF あるいは思しょに分布している 6)8)10 )1 1 )12)山 18) 0 それらはい

ずれも哨赤色 L レンヂナ総土，もしくは未熟J二である。したがってオ;:)15で塩基に富む土壌が生成される

1980:q'.12月 20 日受理 土壌-36 For. Soil~36 

(11 121 131 土じよう部
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条件は，特殊な，例えばきわめて塩基に富む母材に由来することによる可能性が高い。

しかしp 湖南ー丘陵の高麓山地域において，形態的には褐色森林土!C属するが塩基に富んだ:卜白壌が見いだ

された。この種の土壌については現在まで本邦ではほとんど見いだされてはおらず，わずかに広島県で 1

例観察されているにすぎないへ ヨーロッパ閣には本邦の褐色森林:UC形態的に類似するブラウンエルデ

(直訳:褐色土〉が存在しP ブラウンヱ Jレデはさらに貧塩基ブラウンエルデ (Basenarme Braun巴rde)

(直訳:貧塩基褐色土)と富塩基ブラウンエ Jレデ， (Eutrophe Braunerdりなどに区分される。食塩基ブラ

ウンエノレデの土壌反応は機性で，富頃基ブラウンヱ jレデ(直訳:寓栄養褐色士〕はけ1~アルカリ tl，を呈する。

前述のように本郊では，土壌7]<の動きがド降型であるため土壌塩基の洗脱が激ししそれに伴って褐色森

林土の土壌反応は偏妓性となる。したがって本郊の褐色森林土は土壌反応の点ではヨーロッパの貧塩基ブ

ラウンエルデに類似すると考えられる。逆i乙高麗山の褐色森林土はブラウンエルデ"!こ類似するであろう。

このような特殊な土壌は， 1) 分類概念の上で広すぎる褐色森林二Lの範囲の再検討， 2) 塩基性岩に由

来する暗ぷ色二Lの未だ解明きれていない生成機構の解明， 3) 島しょ，海岸地帯のや仁木の生育不良の原因

の解明と対策の検討などを行うための好個の資料を提供するであろう。

したがってz 木研究においては，この穫の土壌の分布状況，性質および生成過程を明らかにし，分煩学

l二の位霞づけを確定し9 併せてとれらの地域の土地利用区分の基礎資料を作る ζ とを目的とした。木報で

は，速報的な意味も含めて， ζ の種の土壌を生成してきた環境条件，土壌の形態的特徴ならびに一般的な

性質についての検討結果を報告する。

本研究を遂行するにあたり，懇篤な便宜と助言を賜わった林業試験場土じよう部何回 弘部長"久保有

茂土じよう調査科長ならびに造林部植生研究室前回禎三室長lζ謝意を表するとともに，現地調査にあたっ

て多大の便宜を賜った神奈川県林業試験場i磁路 江技師ならびに同林試各位に深甚な謝意を表する。また

図，表の作成にあたって， j<-{;業試験場土じよう部土じよう第 1 研究室森貞利仁技官の協力を賜った。記し

て謝意を表する。

1. 調査地域の概要

Fig. 1 !C示したように， 調査地域は神奈川県南部のi~勾)11 と相模川に狭まれたf王陵地域で， 中心とな

る高麗山は大磯町にあって，大磯丘陵〔ゆるぎ丘陵〕の東端に位置している (350201 N , 139020' E)。高麗

II~丘陵は東西p:長く， ちょうど相模湾にびょうよJのような状態で盛り上がっており， その最高点は海技

165.5 m である。頂上部分には八俸平と呼ばれる平坦商が残されている。

高麗山地域の地質については，大塚16)および藤本3) によると，基隠は第 3 系の御坂居若手ド郊に属する高

麗山!脅からなり，丘陵北側にある断層線を境として第 4 系二宮屑と接している。高麗山層は凝灰岩よりな

り，その中に時として同質の砂粒や角球ーがとりこまれている。またー郊には小面積ではあるが，安山岩質

岩石の貫入が認められる。

表層物質は， Jlíj述の地質条件を反映して，色、な斜面lと凝灰岩風化物や二宮!脅の非国結堆積物が認められ

る外に，頂上平坦部などの緩傾斜面には富士火山花由来する火山氏や宝永噴火の際のスコリア(宝永スコ

ワア)の混入が認められる。したがってこの地域の主な土壌母材は， 1) 凝灰岩風化物， 2) 二宮居堆積

物， 3) 火山灰， 4) 宝永スコリアである。

海岸lと近接しているために〔汀線より高麗山頂とまで 1.3 km)，との地域の気候は混媛で，年平均気泡
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Fig. 1 ì相子白地域概念図

Location map of Shonan district in Kanagawa Prefecture. 

Table 1.高麗 1]1 の気候状況

Meteorological data in Kom旦y乱ma ar巴a

気温 CC)
Air temperature 

一一一一一一「一一一 一一一一I 一一一一 一一一一 mea訂

作平均気制 1,,: ,"- I rela ti v芭ir 極 I {.氏極
Ann叫 lFJfi;EimImMinimU11I 2111II11dity 

巴乱n IlV1axlm umllVllnlm um 

二一一づ二。 72 1, 544 

観測地目神奈川県林業舟導所(寓Jìi'111J JLJ ß'~) 海抜 40m

観測均l羽: 1958-1964 (7 か年平均値) 神奈川県休業指導所前ベ

士山 温 CC)
Soil temp色ratur邑

20 

は 15.7'C， 年降水量は 1 ， 550 mm  前後である目。 とれは筑波館野の気温 12.50C より 3.20C も高い。この

ような ìtii媛な気候条件を反映して以下l己記すように常緑広葉樹の発達を促進している。

相模汚にuiï した丘陵斜面lこは，タブノキ，アラカシ，スダジイヲヤブ、ニッケイなどからなる常緑広葉樹

林があり，臨海性;宮本J~船体の好襟木として自然保護林に指定されている。

北斜 I簡は第二次大戦後に伐採され，現在は落店主広葉樹の二次林，スギ， ヒノキ，クロマツ，ウルシ，キ

ハダなどの人[十みとなっている。 7可娯山丘陵では ζ の地域の毘根筋で一般に見られるツツジ類が，ほとん

ど認められない。

適地通本副交の資料袋〉によればp 尾根の…部に乾性褐色森1キ ct立状， Eそ*U\構造守D. 八俸山l頁にせ

まく 5m乾性尽色土， 主要な尼t!![の緩斜面に適irÆ性褐色森保土(偏乾ifIi型)， :s筋および斜面下部に12.性褐

色森林L土が見られるほかは，ほとんどがi童相性褐色森林土である。
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2. 土壌調査方法および分析方法

国有林林野土壌調査 }j法書 151 に準拠して調査を行一い土壌試料を採取した。土壌の分析は同方法書15) に基

づいて pH， t出合主 l唆度，全炭素および全窓素を測定したほか， J:.，壌養分分析法引に基づいて指基霞換容量

を定量し，浸出 j疫を用いて置換性カ jレシウム，<グネシウム原子吸光光度法によって定呈した。なお炭素

率 (CjN 比〕および塩基飽和皮 (Ca十Mg の飽和度で代替〕を求めた。さらに土壌物現竹測定法1)により

Jlく cl"沈定符積，孔1涼率および透水速度を測定した。

粘[二鉱物の同定は X 線回折法によって行った。 その時の条件は銅管球， ニッケ jレフィルター，管電流

15mA，電圧 30kV で，マグネシウム処理p カリウム処浬，グリセリン処玉虫粘土および加熱処lcl\ i告土を用

いて同定した。粘土鉱物の同定には須藤171 および菅野町の著者を参考とした。

3. 結果と考察

1) 立地条件

土壌調査地点の立地条件の概要を Tabl巴 2 1r:示じた。試坑地点はできうる限り安定した地形商を選ん

だが， 高麗 rLI全体の地形が切り立っているため? 若干の試坑については急斜地に設定せざるを15なかっ

た。山腹斜面は急UJftlで，頂ヒ部分 lと狭い平坦古ff5があり，丁度スリパチを逆さにしたような地形である。し

たがって山腹には急な小沢が発達している。土壌母材は前述のように，凝灰岩風化物でp 緩傾斜地や崩積

地には黒色の宝;iKスコ 1) アの混入がかなり認められた。楠生は北側斜面では造林地， 南側斜i百では天然

林とな「ているが9 林!末植生には常緑広葉樹種の混交が著しい。特にモクレイシやニセジュズネノキ，

Tabl邑 2 1こは示さなかったが数種のシダなどはより暖かい地域Jと認められるもので，との地域の植物の特

異性を示すものとして特記されよう。人工林を合めて，針葉樹よりも広葉樹の生育が良好であるととも興

味ぷかい。

2) 形態的特徴

上壌の断面形態は Tabl邑 3 に示した。

A。属は主として L'F 層からなり安証隠はほとんど発達しない。また F 屑もそれほど顕者とはいえ

ず， J1!l形が急峻である点も考慮されるべきであろうが，有機物の分解が速やかに行われている ζ とを予想

させるのこれは気(誌が温暖である乙とおよびヒ壌が塩基に富んでいるために，土壌L[:物の働きが著しいこ

とによるものと考えられる。

土色には極めて特徴的な現象がみられる。褐色森林土の土色は 7.5YR を法制とすることが多v'o した

がってその意味ではこれらの土壌は褐色森林土の範ちゅうに入る。 しかしながら B!替の明度は通常の褐

色森林土よりも低七時褐色である。後述のように BJ琶の炭素含有量.は少なく青海波山地 ir::出羽する

日音色系褐色森林二i二の B 層の暗さとはその怠Il;jえで異なり，むしろ階赤色土の B 層の低明度と似ている。し

たがってこの種の土壌の B 濯の色調は，暗赤色J二の B 腐の色調の内容を切らか lとするととによって，お

そらくその実体の解明が可能であろうと考えられる。

その他の性度については褐色保十本土の場合と類似するが，壬壌構造がかなり深い層までよく発達し，表

層郊分は粗しようである。また表隠部分ば砂質であるが，これは恐らく宝永スコリアの混入によるもので

あろう。
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層 [ 土 色 i 推移状態(
Thickness I De五nítion of I 

Color boundary (cm) "--'Vj_Ul. IJUUL.LU U.l Y 

Ao ! L: 1~2cm，ケヤキ，タブ，アラカシ落葉 F
Al 1ひ~12 7. 5Y R2/2 

A2 12~15λ5YR2/2.5 

A-B 20 7, 5YR2!2. 5 

B 30十 75YR3!2

Ao L: 薄!見スギ，主主本類， F 薄層

Al 12~15 lOY R2. 5!2 

A2 25 10Y R2. 5/3 

A-B 22~24 10YR3!3 

B25+  10Y 沢 3!3.5

Ao L: 薄J湾，草木類，枯葉， F 薄!語

Al 1ト 12 10YR2!2 

l A2l15~i7l-2  
B 12 10YR4!3 

B-C 20 +1 OY R5 !3  

Ao L: アラカシの落葉が地面の半分を覆う

A 15~17 7. 5Y R3/2 
BD 

i J-B l:ι-L C 20+ 7.5YR3!3~4!3 

Ao I L: 薄層，スギp ケヤキ落葉， F: 2cm 牒
A 12~"15 10YR2!3 

A-B 1O~15 10YR2!3 

B 35+ 10YR3!3 
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Ao 
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B-C 

Ao 
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Bl 

lB2 
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本 Cr 国粒状， gr 粒状， n 堅来状， bK 塊状， m かベ状。

料 SL 砂質壌土， L 壌土， SiL 微妙質壌土， CL 地質壌土， C J前{土， S 砂士。
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第 314 号

Table 3 刷

林業試験場研究報告

位

Horizon 

層壌型

soil 

BE 

BE 

BD~(BE) 

BD(d)~(BD) 

-152 ー

2 

3 

Type of 

4 

「
、J

'l'-U BD(d) 6 

F: 

:新

明

BD(d)~(Er) 7 

F L : 2~3 cm，常緑広葉樹，アス、マネザサ落葉，

8~9 10Y R2!3 

18~19 1 OY R3!4 

15 10YR3!3.5 

20十lOYR3.5!4

判

jザ[
BD(d) 呂
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形態

morphology 

ンチジンネネネ

虫色 Li );Í',; 
Benzidin 
color 

reaction 

薄!霞

合

Cr 索|小
Cr ッ i

稀 SL �rj 

m .~次| /1 I! 

m 己tj "'''''合 C 11 

富 Cr I 軟 J 小合 L 澗
合|弱 Cr 1/ 11 SiL ノF

之 m 11 I Iい含 /1 11 

11 ln やや竪| ノト， [1' 笛 l 
M 

l lM 

国

含

之

弱 Cr

主幹粒状

m 

f三 小腐合
j室 中大高
11 iド大頗宮

CL 潤
/1 /1 

ノ/ I! 

L 

土

こと

+ 
判

斗ー

土

1m 

mt 

十

汁

Hj 

11 ややiH~ 土

L CL 叝゚ 1十

H: わずかにあり

ー詰 Cr 

乙日主、 n 

乙二で 日1

1 cm J肉葉， H わずかにあり
宇{Ï; I}~J gr 京芸 どト: SiL f日

合 ノ/ 11 fノ ノ/

~ 二手 出 bK 政史 IQ七又一 IドいメTJ 
J 仁fYLTJ じ L Fノ

1 Cffi , J針葉， H わずかにあり

富 n， gτ 怒!乏 CL 潤|土
g n 堅 討中合 C 1/ 十

乏 弱 n 頗区 l 府中富 CL 11 十十

万 m 11 頗宮 CL 11 叶
判* ベンチジン主色JんJL; 主 lとモンモリ口ナイトのJi!.色反応会見る目的， 約ヒ試料をj ↓j い， 保育色lζ 色ずる皮介

により次lこ示す通り区分した。
(ー〉ー着色しないもの， (土)ーわずかに者色が認められるもの， (ト)コ着色が認められ
るもの， …(山) :著しく強く深青色を示したもの。
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土壌構造がよく発達していることから構成粘土鉱物がJl1i:i il1\J性のものである司能性も考えられるのでモン

モリロナイトのベンチジンによる簡易検定引を行った結果9 いずれの土壌についても特に下層でモンモリ

ロナイトの存在が予想された。

3) 物理的性質

各土壌の三椙紐J!X:， .fL隙本および透;}<.性の結果を T呂ble 4 1こ示した。

湿潤型土壌の場合には， B 層の回J哲率の商いものが認められた。ほとんどの土壌で表層からド屑にかけ

て白木目率および彼相率が増加し， 気相率は逆に減少する。特に構造の発達が良好な土壌の，特に A!苦の

気相率が高い。

採取時の気相率は粗干し隙率ときわめて高い関連性を示しており，逆iζ波相率は細孔隙率との関迫性が高

。

、}
U
 

Table 4. 土壌の三杷組成， 子L 隙率 a 透 ;J<. 性

Three phases distribution, porosity and permeability 

ヒ i渓型

Pro五le I Type of soil 
No. 

290 
4 Bn 

105 

A 24 33 43 46 30 700 

5 Bo(d)r~(Bo) A-B 25 33 42 46 29 350 

B 38 39 23 26 37 64 

620 

BD(d) A-B 37 35 

B 44 23 

A 28 45 

Bo(d)r, o(Er) 

8 
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i歪JJくJ民は A 胞においていずれの土主義についても編めて良好である。一方 B!邑についても NO.3 土壌の

B 屑をぬいて透水性はß:!c~í-(ε あると)--Îえよう o NO.3 のお胞は組fL政3十もきわめて低いためき;J(t1:の

悪いととはJtli併されるが， その{也の二七1袋の B 胞の透水性が良好である翌日 ILíとしてはおそらく土拐、構造に

よるものであろう。しかしながら採11止しなかったそれr.n のj)凶については経常度が極めて j11iし、乙とな

どからして，透』く性は上訓子て、はないであろうと予似される。

止 j肢の壬示Ilf&を Table 5 こノわした。

11)16査した 8 .::1品展のうち )J)j.ffl土の代表として No.l 土議を， また残fÙ土i}) (己主長として h了。 8 ユニ演をj忌んで

分析に供した。

JJ)1 債との場合に，砂〔そのうち Ælì!1Y部分の多くは:ぶ水スコリアにEfl米Tる)の，特 lこ相{弘、の量が~しく

;多い。 ζj しは集 JJdillJic; i こ{立ìLhJ るために，上 iりからの混入があったものとえjえられる。 ヅJ1山こ残f:i\土の

場合は京永スコリアカ'!Jll、流された結果，表I白から組砂部分が少なしその分だけ店川会分が増大している

と考えられる。しサ~lUこせよ:iZ永スコリアの泌入がなければとの土壊も*，Ií土質ごあったものと子;\i\され

る。

水中 i:t定保税 この:よ:駁{は膨澗佐伯 i:鉱物の存在長引らかにするために 1 j ったもので， JJ!i3 ìl'，~ tí.不，'ì.::[二 ý;j;4ÍíJ

断 185 番号

Pro五le

No. 

日

Table 5. 土壌の ~jj 世主H !以(乾たり ， 90) 

Mechanical composition (Percent on dry basis) 

BD(d) 

残f:i'i

B 19. 

A 12.4 

Bl 

B2 

B 陪 8

8.3 28.8 

2?ヲ

* IC: 経:1)[(1::. CL: 湿j泣i裳[ニ SCL: i乙Þtl地壌オ

No.l A2 

BE A-B 
B 

'1、日ble 6会;J( If1 リ~ ;C'i.~容積 (ml辺地土ベース〕

S巴dimentation volume (mlほ Oll dry basis) 

2.1,6 1. 94 

キ Profile No. & horizon 

21 号 6

19 ‘ 9 

13.2 

tt* 

Texture 

CL 

SCL 

SL 

CL 

lC 

Jじ

CL 

CL 

1 ;':1: 1，支
After 

one d昌V

1. 92 

l 回 99

2.02 

2.35 



Table 7. 化学 的性質 (乾ーと当り)

Chemical properties (On dry basis) 

;置換酸度塩基置 i 置換性塩悲| 飽 和 度
i Lê..}~J~ lX. 1 , 1_ ,_ j!. I ",,= ~ I 換容長 Exchangeable I 

(yρ( 炭素|窒素| |cEcl  c旦tiom | ~~~宇田 I i'l< ~7t~ I :=E,,* I 炭素率 IEx吋 | (mEJ叫) I ~-_.- -~ (紛

Horizon H
2
0 一戸ng到し iN l C/N lC22主主!日|巧JiiiYC: と~~ 1--~~函お

lacidity I (紛 I (紛 Ic血巴i~o~'~) ! ê;"~ I M~ ~ 司C I CEC CEC 

Al 6.6 I 5.0 I o. 7 口 0.44 11.8 38.6 27.6 I 6.8 71.5 17.6 肌 1
Az 6.6 I 4.9! 0.6 2.6 I 0.25 I 10.4 I 29.6 I 19.4 I 6 曙 6 65. 5 i 22. 3 : 

A-B 6.7 I 5 悶 3 0.3 L 4 I O. 12 i 11. 7 I 20.0 I 12.4 I 5.3 62.0 I 26.5 i 
B 6. 8 5.7 O. 7 i 1. 3 I 0明 12 10.8 I 40.8 I 30.2 I 13.9 I 74.0 I 34.1 I 

Al 6. 1 I 4. 4 I 1. 5 4. 1 I 日6 11.4 I 38.5: 27.4 i 6.1 I 71.2 I 15. 什 87.0
A2 6.7! 5. 0 I 0.6 i 2.0 I o. 20 10. 0 I 34. 5 28. 5 I 7.5 日 2.6 I 21. 7 I 104.3 

A-B;6615210611.410  13|108|325i275179172;:j:ド 108.9
B 6.7 十 5. 1 I 0.6 I 1. 0 I 0.09 I 11. 1 I 39.7 I 30.4 I 9.8 I 76.6 I 24.7 

( ;;:::: ;i :;;;:: i;i;;; i:;l山山円jiiLU三:「U日11iJi1ii: ;;:::: :i:;:: ;;i;;i:i) : 

l :U ;?! l i1 i示山;リ! =2ι:J引:U[ :i::;:4l 山 :示己 [ :主 ι: 

トA

� 
σ、

も
決
減
民
岬
掛
邸
{
時
『
凶
議
官
沖

同
首
出
品
目
!

77.9 
97.0 
107.2 
114.9 

2.5 
3.6 
3.2 

18.3 
10.6 
5.5 
4.9 

pH 

3.7 
3. 7 
3.8 
3. 7 

5.8 
6.6 
6.7 

5固 4

5.7 
6.1 
6.3 

A 
A-B 
B 

I A 

i Ar; 

A 
: BD(d).~(Er) I B 

B-C 6.2 

-1iｭ
D2 

6.2 
6.4 
6.5 

/位屑

Type of soil 

BD(d)~(BD) 

BD~(BE) 

Bo(d) 

BE 

Bo 

BD(d) 

J:j長

BE 

土.
断面番号

Pro長le
No 

6 

7 

日

2 

5 

3 

4 
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量;および枯土台有半が多くなるほどノにさな似をノJ;す。 このìJl)Jj主結jとは Tabl日 6 にノ'j';した。この結呆から

は膨山j位枯土鉱物の存在は I~J隙 (ζ は災 (;J けられなかった。

4) 化学的性質

会土擦の叶止化学内{立 Tablε7 !こぶしたとおりである。

上域表層心 pH は通常の悩/~~詠林上の同じ土j支加の場介より内心のものをドおくと pH 6 前後であ

る。通相性土壌(偏乾d]i J[，'i)である NO.6'.8 の表j掃の pH はお川1土壌の表!同の pH ~ζ比べて右工「低い 0

7こだ多くの土壌のド隠の pH はほぼ II，J じで 6陥 7 前後である。すなわち，この結J杖はこれらの土壌のiヨ:f/lが

類似しているととをかしているものと思われる。 ヅiぷ pH (pH(Hl))) ~と比べて塩化カリウム pH (pH 

(KCl)) の低ド傾向がほとんどの LJ裳で顕皆である。 通常 pH (H20) と pH (KCl) のの多五:ま遊出生のア

ノレミニウムの fftl:の多少と関係1 るといわれている。一方 L~i:換酸皮 (Yl) は遊離のアノレミニウムの主主と関

連がある。したがって， No.8 土壌を除く各Jニ爆の pH (H20) と pH (KCl) が大きな廷をノ1;すにもかかわ

らず，それらの二L主主の i同長目安j支 (Yt) がノトさいことは， 何lζ起l対するのか問/也であろう。 No.8 主主は，特

lこ表屈において pH が低く担 pH (社20) と pH(KCì)のÆがλ;さく，";J い (Yl) イl~(を小すが， これはこの

こL壊が殺傾斜地に存紅1 ることから火山灰O)i'Jt入担肢が大きし、ことによるものであろう。

いずれの土壌も千f機的{lf]量が少なく 3 ョミJ127部分 Jシついても 6;;もノ是也える氏本合台半 l士見られない。銘

2; }語以下ではその合有率はさらに急激に低ドする。 乙れらのし壌は 'líj述のように B!爵においても 11伝褐色

を諒するが， この lほしづ~11'.は有機物のか{J本が低いことから， 1リj らかに釘機牧以外ものものに起因すると与一

えられる。このIj郎、 i 色が flfJによるものかについては今後検討してゆくよる袋があろう。 t;~余ネについては

通常の褐B森休止ょの同 U土L友引のものと大ーがない。

JおんL毘換#量: (以~. CEC とする〉と ii!i換1'1 カ jレシウムとマグネシウム(以下 Ex-Ca と ExMg とす

る)についてはp これらのじ壌の最も特徴的な性質を/J~すものといえる。 CEじはいずれのど撲においても

極めて尚く，特に"t\o.3 と NO.8 路、の B-C [1同では 70 me!100 g lìíH交の 01'[をノ」にしている。 CEC の値をよ:

右するものとしては粘じの蒋刻と;量および有機物があるが， これらの B-C It"i!とは有機物の会有率が低い

ので3 この高い CEC は粘土の粧知と忌!と人ーさく依右しているものとえ!、われる c 柏 j二およ牧のなかで 70 me! 

100 g 以ヒの CEC をぬつものはわずかにモンモリロナイトグル戸フとパーミ千コライト lこ I;]üとされるの

で，とれらの柏土鉱物の作;白:が~~l く r'8~ìJされる。

EZ換ドt11rit基については，カノレシウムと 7 グネシウムがそのJ\. ìíl)汁を占めているの一己これら 2 極の出主主

についてのべる u いずれの土壌も出めてノ三設の 16: 1免位 h~必を保持している ο 午乙 Ex-Ca の合 f] ネが II-'J く

(大部分が飽和良 50% 以1:)， !\o.3 土域 BI廷でほ Ex-Ca 単独でほとんど 10096 iこj!j:い飽利皮をノハして

いるの一方 Ex-Mg についても通常りぬ1t<，í，* l+:土の I"j :~土主主主に比べるとかなりタい υ したがってぷυIJk飽

和コ度(カルシウム十マグネシウム山和皮〉もト」く， いずれも 6096 以上となぺており， 10096 を超える土

国もかなりのJj;J(皮で :il到している。時.[}J\飽和一ì[幻土表/切からド凶に移るにつれてJ自大する傾向を/J-\ し，特[こ

NO.2 と NO.3 二i 主主では A-B}fili および B 魁に故λ悩が見られる。 この点は恐らく乙れらの←お誌のむよ材 ci

身が高い.l1~U ，~:~*J jキiを持っていることを il古ノメしているように)J..i、われる。いずれにせんよ， J.ぷll~の状1l~がこの

土壌の1::1&条i斗解明JO)淀そなして!叫 1 るこ店、われるので，今後さらにこれらの i品、出誌焔自Jl支が{可によって

もたらされたのかを検討してゆく必要があろう。

また…方において，このようなむし、持UJ;飽和 1)支のわりには pH が比較的低いという相矛煽する問題点も



Table 8. 高麗 IU No. 8 土壌の X 線回折結栄(*，~土部分〉

Major peaks from X ray di妊raction curv巴 of clay fraction of Komayama soil No. 8 

|一一一一「一一一土ー一一「干万五一
1 110CC 処理 : 川処浬 ( グ 1) セリン処理 j グリセリン処理

110'C heated 3000C heated Glyceri田 treated i Citrate-Glycerin巴
tr巴ated

1 d(Åよ I三五人工ト 1 1-d(ﾅ) 

V W  3.36! VW  3.36 I VW  3.36 

VW  4. 93 D 4.82 1 D 4. 77 

V W  I 7.63! VW  - I - 7.63 

W 8. ヲ3 t W 8.93 1 W 

S 14.26 M 13・ 00 I W 1 

3.35 VW  

4.82 1 D 

|790(D  

ヲ園 03' W 

11.73 W 

17 , 67 ! VW  

に刀

推定される粘土鉱物

Clay minerals proposed 

処理
treated 

菜
料
事
怒
釘
ヨ
渋
川
廿
同
時鴇
一ω
H
K
H
4

Quarts 石英

Gibbsite ギプサイト

Halloysite ハロイサイト

Zeolite 沸石
Vermiculite (Al tγpe) 

ア Jレミニウムノてーミキュライト
Montmorillonite モンモ 1) ロナイト

Quartz 石英

Gibbsit巴 ギブサイト

Halloysite ハロイサイト

Z巴olit邑 151\石
Vermiculite (Al type) 

アルミニウムパーミキコライト
Mon tmorilloni te モンモリロナイト

W

W

D

 
D 

D 

3, 35 VW  

D 

D 

Y 可414.26 

W 
M 

9.03 

14.26 

w
w
w
v
a
 

v

v

V

1

1

 

3, 36 

4.82 

7.63 

9.03 

14.26 

一W
D
m
w
m

一
/
O

つ
ム
円

V

つ
u
q
J

一
つ
は

0
υ
k
u

ハ
)
A

可

3
4
7
4
0
J
4
 

A 

おェ

Quartz 石英

Halloysit巴 ハロイサイト

Zeolite 抑石
Vermiculit巴 (Al type) 

Jレさニウムパー

もV

羽f

VW  3, 35 

Quartz 石英

Halloysite ハロイサイト

Zeoli白羽1\ 石
Vermiculite (Al typ巴)

アルミニウムパーミキュライト
Montmorillonite モンモリロナイト

VW  

B吋 C

I 相対強度， VS: 極強， S: 強， M:llr度， W: i)èJ ， VW: 極t1j ， D: 痕跡。
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い~ザ凶作《

11. じてし、る。

粘土鉱物組成

frli土拡物を~rj~)の一 1:壊について予備的に

その結果 I :J: Table 8 に示し検討した。

A11巨の|口|折 ~\:I安たとおりである。なお，

Fig. 2 に似j刀、した c 今!日!選定した二J)裳は，

会{共試 1..主主;のうちで， J段も安定した地形図

からのもので ， 12隔に若干の火rJ l灰の混入

が二千 i柱、されるものである。この子~o. 8 +゚ﾂ 

は全供試土;践に認められる特徴的な十11'えを

すべて兵!Jiii している。

3.3 A 前後の [rlj折線はイによるものでp

会)討にわたって存ずにする。 4.8..4.9 A の

鉱物はおそらくギブサイトであろうと考え

日
明
メ

去
は
る
線
れ
折
さ

d
→

川
相
川
の

予
後
1
r

リ

カ

L
W
H

人
o
A

混

7

の
。
灰
る
j

、

火
て
こ

1
〕

!

i

 

b
収m
J

デ
f
i

ごJ
r

'
f
r
 

J
む

f
」

?

?

q

p

t

1

 

1
y

府
中

L
J
L

仁

B2 タハロイサイトによるものと考えられ，さを

!民にわたってイfB二するが， 量的 lとは多くは

ない。 9A rlíj後の線は恐らくゼ、オライト

この鉱物は火山灰〈川;石〕によるもので，

や凝灰岩に介まれることが多い。これは恐

らくほ材でおる凝灰岩lζ起ltiするものと，目、

われる。またゼオライトば極めて犬きな

B > CCEC をJ与っていることが多く (200 meJ 

供試土壌の i日し、じEC のfJjÜf;j

の l つになっていやと/与えられる。 14A

100 g TlíJitt) , 

鉱物はグリセリン処J盟(クゴン阪づトリウ

ムiz!1J'lliとのイ}十周) によっで 18A TìíH乏にシ

フトすることからモンモ 1) ロナイトと干IJ}l~

さオL るカ~， ---~jHはノイーミキ)ライトさある

したがって，日い CEC と可能↑1I が高い。

前ié8のベンチジン兵色反応における保有色

30 26 14 18 22 
(Cu : 2θ} 

10 6 はこれ!と }'l うところが多いと忠われる。

今回は予備[ドJ な検討であったために，
1:~; TtUUIU交 No回 8 の1占 Lフラクション

の X 線 1 ，， 1折像粘土〉
X ray diffr品ction curve of clay 

fraction of Komayama soil No ‘ 8. 
(saturatec1 with Mg) 

Fig.2 
2, 3 の点についてのみ検討したに過ぎな

いが，今後さらに詳細な検討が必至主、であろ

つ。
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おわりに

木報では， ì:相南 e 高麗rll地域において， J医熊的lとは褐色森林ニ七(Cl認するが，性質は通常の褐色森林土の

場合と大きく異なるゴ」奈の一般的な性状について倹討した結果を速報的 lと報告した。これらの土壌は高い

坂基飽和皮，日音色の BI，露など数多くの特異な性質を保持していることが木研究によって明らかにされた。

とのような特異な土境がどのような分布の状態を示すのか，またどのようにして生成きれてきたのかな

どについて，今後さらに詳細に検討を加えるととによってP 褐色森林:上の分類概念を再検討する ζ とがで

きるとともに，類禄土壌であると考えられる現在生成条件の不明な階亦色1 の生成過程についても考究す

るととが可能となろう。さらに本邦のような酸性の上演環境の下で適台した植物が，このような海基に富

む土壌でどのような生理，生態的反応をIJ三すのかを観察することも興味深い問題である。

今後引き続いて鉱J均の検定，母村の確定，有機物の買の i己j定および分布様式の模索を通して，との種の

土壌の生成条件と分額学!二の位;置づけについて検討を加えてゆきたい。
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On the Nature, Genesis and Classification of Eutrophic Soils on the Coastal Hill 

(Mt. Komayama) in the Shonan District of Kanagawa Prefecture (I) 

-~Morphological characteristics and physical and chemical properties--

Yoshiyuki MoRnAOl, Hisayoshi YAGr'2l and Yasuo 0HsuMrt3J 

Summary 

Japan is a rainy country with a tcm1perate climate. As the evapo-transpiration amount 

is less than in semi-arid or tropical areas, soil water chiefly directs downward unlike these 

areas. Soil bases are removed from the solum with soil water. Therefore, the soil quality 

is easily changed to an acidic quality because of a shortage of soil bases in humid countries 

like Japan. 

Because of the reason mentioned above, eutrophic forest soils are scarcely developed in 

Japan except for some rare cases such as the Dark red soils in the Ryukyu Islands and the 

Ogasawara Islands and the Immature soils in the Ryukyu Islands and the small patches in 

several parts of Japan. These soils are commonly affiliated with eutrophic parent materials 

such the limestone, serpentine and dolomite, and distributed on the islands or the coastal 

areas. However, the eutrophic soil similar to Brown forest soil has hardly been found through

out Japan except for only one profrle in the Inland Sea area. 

The authors found the eutrophic soil similar to Brown forest soil on the coastal hill (Mt. 

Komayama) in the Shonan district of central Japan (Kanagnwa Prefecture). In this part of 

the study, clarification of the nature, the distribution pattern, the genesis and the classification 

of the soils was expected. As the first step of the study, the nature of the soil was investigated 

in regard to several items which were the site condition, the morphological characteristics, the 

physical and chemical properties and clay minerals. 

The results obtained are as follows: 

1) Mt. Komayama basically consisted of the tuff of the Tertiary system and the uncon

solidated sediment, namely Ninomiya Bed of the Quaternary system with the andesitic rocks 

in the small part. The basaltic scoria from the parasitic volcano of Mt. Fuji thinly covered 

the hill in the post·glacial epoch. 2) Although the soils surveyed might morphologically be 

classified to Brown forest soil under the present criteria on the forest soil classifi.cation, the 

color of the B horizon was "dark brown" whereas, "brown" in Brown forest soil. However, 

in spite of the existence of the dark colored solumn, organic matter contents in it were fairly 

low. Therefore, the hue of the soil was quite similar to that of Dark red soil. 3) Although 

the soil was clayey, the soil permeability was fairly good because of the well developed soil 

structures and the vigorous activities of organisms in the soil. 4) The soil reaction in the B 

horizon was very close to neutral, about pH 6.7, while slightly low in the A horizon. The soil 

acidity (KCJ-Y1) was very low in relation to the high pH in almost all samples except one 

soil plot, which was located on a flat peak. The soil on the peak might have been covered 

by volcanic ash which caused the increase of the acidity. 5) The cation exchangeable capacity 
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(CEC) of the soil was very high, especially in the B horizon, about 71 at the highest. Because 

the soil samples with higher CEC did not have much organic matter content which is usually 

the major reason of a increasing CEC, the higher CEC resulted from the clay minerals. From 

the results of the preliminary survey of clay minerals, the clay was mainly composed of ver

miculite and montmorillonite with a small amount of zeolite which has a high CEC value. 

Therefore, these clay minerals possibly contribute to raising the CEC of the soil. 6) Larger 

amount of the exchangeable cations are existed especially in the B horizon. The calcium 

saturation ratio was sometimes over 70%. The magnesium saturation ratio was less than that 

of calcium, but the ratio was still high compared with the usual soil in other areas. The 

calcium and magnesium saturation ratio was, therefore, often 100% or more. From the results, 

the authors suggest that the high base saturation ratio was caused by the parent materials. 


